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清
川
歴
史
公
園
管
理
運
営
委
員
会
で
は
、

食
堂
・
売
店
・
ガ
イ
ド
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
役
場
商

工
観
光
課
ま
で
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

連
絡
先 

〇
二
三
四
-五
六
-二
二
一
三 

清川関所とはどんなところ？ 

清川絵図 ： 清河八郎記念館所蔵 

 

川
口
番
所
の
軒
下
に
設
置

さ
れ
る
陣
幕
に
は
、
荘
内
藩
の

家
紋
が
入
り
ま
す
。
七
月
二
十

六
日
に
原
田
町
長
と
当
委
員

会
の
委
員
が
、
旧
荘
内
藩
主
酒

井
家
十
八
代
当
主
酒
井
忠
久

様
に
お
会
い
し
て
、
家
紋
の
利

用
に
つ
い
て
ご
承
諾
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
致
道
博
物

館
か
ら
は
関
所
の
資
料
等
、
今

後
も
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
と
な
り
、
復
元
と
資

料
整
備
へ
の
大
き
な
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。 

︻
参
勤
交
代
・ 

大
名
行
列
の
図
︼ 

江
戸
時
代
、
全
国
各

藩
の
藩
主
を
毎
年
四
月

に
自
領
か
ら
江
戸
へ
一

年
交
代
で
定
期
的
に
行

き
来
さ
せ
た
参
勤
交
代

制
度
。
藩
主
の
参
勤
交

代
の
時
の
清
川
の
に
ぎ

わ
い
は
格
別
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
、

鶴
岡
を
出
発
し
て
清
川

に
一
泊
、
清
川
か
ら
乗

船
し
て
最
上
川
を
進

み
、
清
水 ︵
大
蔵
村
︶
で

上
陸
し
、
陸
路
舟
形
に

出
て
羽
州
街
道
に
よ
っ

て
江
戸
に
入
る
の
が
通

常
の
コ
ー
ス
。
一
七
六

四 
︵
明
和
二
︶
年
七
月
、

幕
府
の
老
中
を
勤
め
終

わ
っ
て
鶴
岡
に
帰
国
し

た
第
七
代
藩
主
酒
井
忠

寄
公
の
時
に
用
意
さ
れ

た
船
の
数
は
一
三
三

艘
、
一
行
は
七
〇
〇
人

に
も
の
ぼ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

︻
参
考
︼ ﹁
写
真
で
み
る

清
川
の
歴
史
﹂ ︵
清
川
公

民
館
発
行
︶ 

 

写
真
で
振
り
返
る
清
川
の
歴
史 

最上川交通の要衝、 出羽三山詣での登拝口 
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参考 ： 北国街道・関川の関所 「丸に片喰」 

 

清
川
は
昔
か
ら
の
最

上
川
交
通
の
要
衝
で
、

藩
に
出
入
り
す
る
人
や

物
を
関
所
で
厳
重
に
調

べ
て
い
ま
し
た
。
資
料

に
よ
る
と
、
関
所
は
朝

六
時
に
開
扉
し
、
午
後

六
時
に
閉
扉
し
て
い
た

と
の
こ
と
。
関
所
を
通

行
す
る
に
は ﹁
手
形
﹂と

呼
ば
れ
る
通
行
許
可
証

が
必
要
で
し
た
。 

﹁
西
の
伊
勢
参
り
、

東
の
奥
参
り
﹂
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
信
仰
の
あ
る

出
羽
三
山
詣
で
の
登
拝

口
と
し
て
、
清
川
は
大

い
に
に
ぎ
わ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
清
川

に
上
陸
し
た
羽
黒
山
参

拝
者
は
一
年
に
三
万
人

を
超
え
る
ほ
ど
で
、
あ

る
年
に
は
五
月
か
ら
八

月
ま
で
の
三
か
月
の
間

に
三
六
、
三
〇
四
人
参

っ
た
と
い
う
記
録
も
あ

り
ま
す
。 

陣
幕
は
荘
内
藩
家
紋 



 

第 2 号 

﹃
立
川
町
史
上
巻
﹄を
見
る
と
、清
川
村
に
、

抜
荷 ︵
幕
府
の
禁
令
を
破
っ
て
行
わ
れ
た
密
貿

易
︶
を
取
り
締
ま
る
た
め
の
船
見
番
所
を
建
て

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
情
が
こ
み
い
っ
て
い

ろ
い
ろ
変
化
が
あ
り
、結
局
は
、番
所
の
上 ︵
か

み
︶、
御
茶
屋
︵
本
陣
︶ 

地
囲
前
に
、
天
保 

八
年
秋
ま
で
に
小 

屋
掛
を
し
て
、
船 

改
め
を
開
始
す
る 

こ
と
に
な
っ
た
、 

と
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
明
治
四 

年
に
取
り
壊
し
に 

な
り
ま
す
が
、
今 

回
、
清
川
歴
史
公 

園
の
中
に
、
船
見 

番
所
︵
走
り
上
が 

り
︶
も
整
備
さ
れ 

ま
す
。
最
上
川
の 

眺
め
を
堪
能
し
ま 

し
ょ
う
。 

■

ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
︼ 

 

新
幹
線
に
乗
る
と
、
乗
客
用
の
読
み
物
と

し
て
無
料
で
お
持
ち
帰
り
で
き
る
﹁
ト
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
﹂
と
い
う
冊
子
が
座
席
ポ
ケ
ッ
ト

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。十
一
月
号
で
は ﹁
幕

末
の
英
傑
が
庄
内
に
残
し
た
も
の
﹂
と
い
う

特
集
で
西
郷
隆
盛
と
清
河
八
郎
が
と
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
庄
内
地
方
在
住
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
庄
内
や
清
河
八
郎
を
知
ら
な
い
方
、

様
々
な
地
方
か
ら
の
旅
行
客
な
ど
多
く
の
方

の
目
に
触
れ
る
冊
子
で
二
十
二
ペ
ー
ジ
に
も

渡
る
特
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で ﹁
J
R
東
日
本 

ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
﹂

と
検
索
い
た
だ
く
と
、
J
R
東
日
本
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

■
明
治
維
新
一
五
〇
年
記
念
事
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
状
況 

 

十
一
月
十
日
、
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た 

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
﹁
清
河
八
郎
と
西

郷
隆
盛
は
接
触
し
て
い
た
の
で
は
？
﹂
な
ど
、

残
さ
れ
た
文
献
の
間
の
空
白
の
時
間
に
妄
想

を
膨
ら
ま
せ
る
な
ど
し
な
が
ら
﹁
早
す
ぎ
た

天
才
﹂
の
こ
と
を
考
え
る
二
日
間
と
な
り
ま

し
た
。ご
協
力 ・
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

管理運営委員会ではこんなことを話し合っています 
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歴
史
資
料
で
見
る
「 

清
川
関
所
」 

■

展
示
品
・
企
画
展
部
会 

展
示
品 ・
企
画
展
部
会
で
は
、施

設
内
の
展
示
品
の
選
定
や
案
内
看

板
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
内
容
を

検
討
し
て
い
ま
す
。 

 
展
示
品
に
つ
い
て
は
、﹁
関
所
﹂

﹁
最
上
川
舟
運
﹂﹁
御
茶
屋 
・
大
庄

屋
﹂﹁
関
所
を
通
っ
た
文
人 ・
墨
客
﹂

﹁
明
治
天
皇
行
在
所
﹂﹁
戊
辰
戦

争
﹂
な
ど
様
々
な
貴
重
な
資
料
が

残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
展
示
方

法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
遺
産
関
連
の
補
助
金

を
活
用
し
、
施
設
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ま
ち
歩
き
に
最
適
な
マ
ッ

プ
・
案
内
看
板
な
ど 

を
作
成
す
る
た
め
、 

そ
の
内
容
に
つ
い
て 

検
討
を
重
ね
て
い
ま 

す
。 

 ■

観
光
案
内
部
会 

観
光
案
内
部
会
で
は
、﹁
説
明
資

料
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
﹂﹁
ガ
イ
ド
料

金
の
改
正
﹂
﹁
受
付
の
連
絡
体
制
﹂

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

﹁
説
明
資
料
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
﹂

は
、
誰
が
ガ
イ
ド
し
て
も
お
客
様

に
同
等
の
説
明
が
で
き
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、ま

ち
歩
き
の
通
常
コ
ー
ス
は
二
時
間

か
か
り
ま
す
が
、
時
間
や
テ
ー
マ

ご
と
に
コ
ー
ス
設
定
す
る
な
ど
の

検
討
も
し
て
い
ま
す
。 

 
 

お
客
様
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
今
後
も
協
力
し
て
頑
張
り
ま

す
。 

 ■

食
堂
・
売
店
︵
特
産
品
︶
部
会 

食
堂 
・
売
店 ︵
特
産
品
︶
部
会
で
は
、

施
設
内
の
厨
房
を
利
用
し
て
食
堂
を

経
営
予
定
で
す
。
現
在
、
保
健
所
へ
の

営
業
許
可
申
請
に
係
る
相
談
も
行
っ

て
お
り
、
今
後
は
規
約 
・
営
業
時
間 
・

人
員
体
制 
・
メ
ニ
ュ
ー
・
値
段
な
ど
詳

細
な
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き

ま
す
。 

 

部
会
メ
ン
バ
ー 

以
外
に
も
携
わ
っ
て 

い
た
だ
け
る
方
を 

募
集
中
で
す
の
で
、 

興
味
の
あ
る
方
は 

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

清
河
八
郎
情
報 

清川歴史公園管理運営委員会 ・ 部会のようす 

清河八郎座像：清河八郎記念館 


